
若
越
郷
土
研
究
総
索
引
(
四
)

自
一
八
二
号
(
三
二
巻
一
号
)

至
二
二
三
号
(
三
八
巻
六
号
)

A 

号
別
総
目
次

数
字
は
各
巻
の
通
し
頁
数

一
一
一
巻
(
昭
和
六
ニ
)

75 

一
八
二
号

入

会

林

野

管

見

小

林

-
入
会
農
民
の
中
に
あ
る
意
識
1

越
前
を
通
過
し
た
巡
見
使
の

姓
名
と
回
数

春
江
町
井
向

白
山
神
社
の
板
碑

一
八
三
号

内
山
隆
佐
日
記
(
一
)

ー
安
政
三
年
の
北
海
道

道
南
地
方
探
検
調
査
|

郷
土
史
研
究
の
動
向

ー
昭
和
六
十
一
年

一
八
四
国
守

刀
ロ
ム
口

目
、
J

男

春
松

進

山
本

坂

田

玉

子

一

七

福
井
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室
二
九

若
越
郷
土
研
究
総
索
引
(
四

四

グ
リ
フ
ィ
ス
と
白
山

日
本
は
海
の
ス
イ
ス
!

グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
る
白
山
の

高
度
測
定
に
つ
い
て

岸
俊
男
先
生
の

ご

逝

去

を

悼

む

真

柄

若
越
郷
土
研
究
総
索
引
(
三
)

一
八
五
号

酒
井
家
文
庫
目
録
編
集

あ
れ
こ
れ
(
第
一
回
)

越
前
大
一
挟
覚
書
(
二
)

-
一
二
上
一
夫
氏
の

諸
論
著
に
よ
せ
て

l

探
訪

1
旧
足
羽
郡
酒
生
村

篠
尾
の
今
昔

池
田
儀
助
翁
の
家
系
略
侍

一
八
六
号

酒
井
家
文
庫
目
録
編
集

あ
れ
こ
れ
(
第
二
回
)

麻
生
津
付
近
の
石
造
遺
物

田
島
村
の
歩
み
(
ご

一
八
七
号

奉
納
俳
句
額
と
石
碑
に
の
こ

山
下

龍
渓

小
畑
昭
八
郎

黒
崎

久橋
保川

小
畑
昭
八
郎

山

本

昭

治

粛
藤
奥
次
兵
衛

英信
行

甚
松

征
イ右

日
参禿

一一

っ
て
い
る
鯖
江
市
俳
詩
史

田
島
村
の
歩
み
(
二
)

四

=
=
巻
(
昭
和
六
三
)

四
五

四
七

一
八
八
号

橋
本
左
内
覚
え
書

北
自
の
庄
屋
・
戸
長
に
つ
い
て

元
禄
十
四
年
の
巡
見
使
名
の

確
定
と
、
享
保
二
年
三
月
国

事
叢
記
の
記
述
へ
の
疑
問
春
松

一
八
九
号

貞
享
二
年
頃
の
「
福
井
城
下

町
組
・
町
名
・
寺
名
帳
」

水
海
の
田
楽
能
舞
を
見
て

郷
土
史
研
究
の
動
向

昭
和
六
十
二
年
|

一
九

O
号

帰
山
と
呼
坂
に
つ
い
て

馬
来
国
家
公
文
職
系
図
記

(
上
)

神
社
(
信
仰
・
神
事
)

一
九
一
号

人
間
悶
森
信
成
(
一
)

五六
O

六一一
六
四

七七六
九五九

斎

藤

耕

子

旗
開
藤
奥
次
兵
衛

白
崎
昭
一
郎

杉
本
伊
佐
美

松

原

信

之

一

七

久

保

日

参

二

四

福
井
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室
二
八

泉
足

立

尚

計

杉
本
伊
佐
美

山
下

九八
八七

進義
博

一一一
四三
七八

英

四
九
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馬
来
田
家
公
文
職
系
図
記

(
下
)

神
社
(
信
仰
・
神
事
)
(
続
)

一
九
二
号

県
内
の
芭
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
諾
史
(
二

人
間
雨
森
信
成
(
二
)

河
和
田
町
の
式
内
・

敷
山
神
社
(
上
)

一
九
三
号

西
街
道
の
変
遷
と
蕪
木
浦

県
内
の
芭
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
譜
史
(
二
)

河
和
田
町
の
式
内
・

敷
山
神
社
(
下
)

三
四
巻
(
平
成
元
)

一
九
四
号

将
軍
近
習
小
笠
原
蔵
人
と

若
狭
守
護
代
小
笠
原
長
一
房

県
内
の
芭
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
諸
史
(
三
)

一
九
五
号

三
十
九
巻
四
号

足

立

尚

計

杉
本
伊
佐
美

山斎
下藤

杉
本
伊
佐
美

泉
斎
藤

杉
本
伊
佐
美

河
村

斎
藤

芙耕
一子

義
博

耕
子

目白耕
子

五
六

ムハコ一

今
立
吐
酔
と
グ
リ
フ
ィ
ス

県
内
の
芭
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
詩
史
(
囚
)

一
九
六
号

日
本
近
代
の
寸
信
教
自
由
L

の
歴
史
的
性
格

|
越
前
真
宗
地
帯
の

事
例
か
ら

福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史

研
究
の
動
向

|
昭
和
六
十
三
年

一
九
七
号

蓮
如
信
仰
の
一
考
察
(
一
)

鯖
江
市
河
和
田
地
区
の

四
季
行
事

一
九
八
号

戦
国
期
若
狭
の
延
公
事
法

蓮
如
信
仰
の
一
考
察
(
二
)

一
九
九
号

南
北
朝
期
の
若
狭
国
人

三
方
氏
に
つ
い
て

県
内
百
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
詩
史
(
五
)

七六
六七

八八
五

九。九
九

山
下

斎
藤上

福
井
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室
五

阿
部

杉
本
伊
佐
美

阿小
部泉

河
村

斎
藤

英耕
子夫

法
夫

法義
夫博

BB 耕
子

九

三
五
巻
(
平
成
ニ
)

四

ニ
O
O号

二
人
の
留
学
生
と

グ
リ
フ
ィ
ス
(
一
)

県
内
芭
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
諸
史
(
六
)

ニ
O
一
号

室
町
期
の
若
狭
守
護
代

三
方
氏
の
政
治
的
地
位

県
内
芭
蕉
碑
と

そ
の
地
の
俳
詩
史
(
七
)

ニ
O
二
号

楠
木
正
成
と
湊
川
の
合
戦

武
生
市
本
承
寺
蔵
史
料
一
覧

県
内
芭
蕉
砕
と

そ
の
地
の
俳
譜
史
(
八
)

ニ
O
三
号

東
称
名
寺
創
建
と

琵
琶
湖
阿
曽
津
伝
説
の
謎

二
人
の
留
学
生
と

グ
リ
フ
ィ
ス
(
二
)

仏
教
王
国
「
越
前
若
狭
」

四五
七

七。七
三

七
九

九百

杉
原

斎
藤

河
村

斎
藤

久得
保能

斎
藤

辻
森

杉

原

丈

夫

杉
原
伊
佐
美

丈
夫

耕
子

九

目白

七

耕
子

七

弘
一

日
参

三
五

四
三

耕
子

四
八

秀
英

五六五
四七
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ニ
O
四
号

近
世
若
狭
の
無
尽
経
営

春
江
町
の
板
碑
群

郷
土
史
研
究
の
動
向

|
平
成
元
年
|

ニ
O
五
号

グ
リ
フ
ィ
ス
と
越
前
紙
漉
村

岡
田
家
と
南
海
寺
の

仏
像
に
つ
い
て

頭
巾
山
権
現
を
以
て
式
内

大
飯
郡
許
波
伎
神
社
に
な

す
べ
き
や

=
八
巻
(
平
成
三
)

77 

ニ
O
穴
号

越
前
地
誌
補
考

国
人
領
主
福
原
氏
の

存
在
形
態

「
式
内
許
波
伎
神
社
を

め
ぐ
る
若
丹
山
岳
王
国
の

構
成
」

福
井
県
の
古
い
婚
礼
風
習

ニ
O
七
号

若
越
郷
土
研
究
総
索
引
(
四 小

泉

義

博

六

九

山

本

昭

治

七

九

福
井
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室
八
一

山
下

増
田

杉
本

杉
原

松
野

杉

本

書

杉
本
伊
佐
美

芙市
害
詩

丈
夫

高
士

八
五

ふ
る
さ
と
歴
史
漫
筆
(
そ
の
一
)
坂
田

山
岳
民
族

宝
尾
桜
井
家
の
系
譜

ニ
O
八
号

建
武
政
権
期
若
狭
国
の

国
司
と
守
護
(
上
)

山
頂
集
落
宝
尾
の
廃
絶

大
飯
郡
旧
佐
分
利
村
宝
尾
・

大
田
和
・
上
津
廃
村

厳
し
か
っ
た
昔
の
提
(
特
に

河
和
田
地
区
に
つ
い
て
)

ニ
O
九
号

福
井
県
立
鯖
江
高
等
学
校

図
書
館
蔵
東
演
歌
集

建
武
政
権
期
若
狭
国
の

国
司
と
守
護
(
下
)

(
二
)
宝
尾
村
落
の
生
存
構
造

ニ一

O
号

近
世
敦
賀
の

百
五
拾
人
講
経
営

美
濃
派
道
統
の
句
碑
と

そ
の
地
の
俳
諸
史

福
井
県
内
の
昔
の
生
、
活

九
七

百
七0 七

杉
本

杉吉
本井

杉
本

杉
本
伊
佐
美

辻
フk
本本

杉吉
本井泉

斎

藤

耕

子

杉
本
伊
佐
美

玉
子寄

功
見

士
2
一吋寄

秀
英

功
児童吋

義
博

一

一
一
一
一
回
守

南
北
朝
期
の
若
狭
守
護
領

ー
鎌
倉
末
期
得
宗
領
か
ら
の

継
承
を
め
ぐ
っ
て

足
羽
敬
明
名
号
考

美
濃
派
道
統
の
句
碑
と

そ
の
地
の
俳
譜
史
(
二
)

一一一
四
三

四
九

五

三
七
巻
(
平
成
四
)

五

一一一一一回守

福
井
落
お
雇
い
教
師
ル
セ

l

美
濃
派
道
統
の
句
碑
と

そ
の
地
の
俳
譜
史
(
二
一
)

色
丹
島
雑
記

ニ
一
三
号

「
越
前
国
之
図
」
(
貞
享
二
年
)

と
「
元
禄
郷
帳
L

・
「
天
保

郷
帳
」
の
村
名
・
村
高
に

つ
い
て
(
一
)

美
濃
派
道
統
の
句
碑
と

そ
の
地
の
俳
諸
史
(
四
)

石
造
美
術
に
み
る

越
前
式
月
輪
に
つ
い
て

五
九

ムハ二一
七
O

七
五

八
二

八
六

足河
立村

斎
藤

山
下

斎

藤

耕

子

三
田
村
琢
美

海
道

斎
藤

山
本

尚昭
計一

百九

耕
子

百
五

英

四二

静
香

九

耕
子

九

刀
口
ム
回

目、

r

一
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三
十
九
巻
四
号

78 

ニ
一
園
田
守

戦

国

期

の

北

庄

橋

小

泉

「
越
前
国
之
図
」
(
貞
享
二
年
)

と
「
元
禄
郷
帳
L

・
寸
天
保

郷
帳
し
の
村
名
・
村
高
に

つ

い

て

つ

己

海

道

美
濃
派
道
統
の
句
碑
と

そ
の
地
の
俳
譜
史
(
五
)
斎
藤

二
一
五
号

福
井
県
の
成
立
と
「
嶺
北
」

「
嶺
南
」
地
方
の
形
成
中
島

美
濃
派
道
統
の
句
碑
と

そ
の
地
の
俳
諾
史
(
六
)
斎
藤
耕
子

街

道

・

昔

の

旅

杉

本

伊

佐

美

一
一
一
六
回
守

五

幡

坂

と

た

こ

の

呼

坂

辻

森

「
越
前
国
之
図
」
(
貞
享
二
年
)

と
「
一
克
禄
郷
帳
」
・
「
天
保

郷
帳
」
の
村
名
・
村
高
に

つ

い

て

(

三

)

海

道

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
(
一
)
池
田

一
二
七
号

義
博

静
香

耕
子

嘉
文

秀
英

静
香

正
男

五

「御
つ郷と越田所
い帳「前地侍
て」元国名
(の禄之 国

四村郷図
)名帳 L 新

」貞御

村「享所
高天二 侍
に保年 職

泉

四四
八

三
八
巻
(
平
成
五
)

五

ニ
一
八
号

沼
津
兵
学
校
の

福
井
藩
員
外
生

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
(
二
)
池
田

越
前
漆
器
の
蒔
絵
と

沈

金

に

つ

い

て

杉

本

伊

佐

美

ニ
一
九
号

越
前
朝
倉
氏
と

加

賀

二

同

一

挨

(

二

小

泉

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
(
三
)
池
田

ニ
ニ

O
号

越
前
朝
倉
氏
と

加
賀
一
向
一
撲
(
二
)

六
O

六
四

六
七

七
0 

七
九

海
道

山
下泉

義
博

静
香

英正
男

義
博

正
男

義
博

八

「
越
前
回
之
図
」
(
貞
享
二
年
)

と
「
元
禄
郷
帳
」
・
「
天
保

郷
帳
」
の
村
名
・
村
高
に

つ

い

て

(

五

)

海

道

ニ
ニ
一
口
守

越
前
朝
倉
氏
と

加
賀
一
向
一
撲
(
一
二
)
小
泉

江
戸
時
代
の

一

農

村

の

苦

悩

畑

中

ニ
ニ
ニ
固
守

万
葉
集
「
五
幡
坂
」
に
つ
い
て
辻
森

「
越
前
国
之
図
」
(
貞
享
二
年
)

と
「
元
禄
郷
帳
」
・
「
天
保

郷
帳
」
の
村
名
・
村
高
に

つ

い

て

(

六

)

海

道

一一一一三国守

天
明
時
代
の
俳
諸
撰
集

守
千
鳥
塚
』
に
つ
い
て
斎
藤

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
(
四
)
池
田

鯖
江
市
和
田
町
の
二
石
塔
山
本

九。四九八七

静
香

四
七

義
博

五

省
吾

五
九

秀
英

七

静
香

七
四

耕
子

八
七

正
男

昭
治

九九
八 O
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B 

著
者
索
引

題

名

の

長

い

も

の

は

最

初

の

一

O
字
で
切

っ
て
あ
る
。
数
字
は
巻
数
・
号
数
と
頁
数

足
立

阿
部

池
田

小
畑
昭
八
郎

海
道

ア
行

尚
計

馬
来
国
家
公
文
職
系
図
的

馬
来
田
家
公
文
職
系
図
的

足
羽
敬
明
名
号
考

蓮
如
信
仰
の
一
考
察
山

蓮
如
信
仰
の
一
考
察

ω

中
世
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